
巧j

殿
址
に
於
い
て
我
見
し
得
た
坑
の
遺
制
の
如
く
潮
海
濁
自
の
も

の
が
あ
っ
て
頗
る
興
味
を
惹
く
の
で
あ
る
が
、
こ
Ｉ
の
潮
海
味
豊

か
な
第
五
宮
殴
址
に
て
開
元
通
賓
な
ら
ぬ
和
同
開
趣
が
襲
見
さ
。

れ
た
事
に
も
我
々
は
彼
我
の
修
交
に
顧
み
少
か
ら
す
感
興
を
党

え
る
事
で
あ
る
。

　

以
上
は
調
査
報
告
の
傅
ふ
る
所
、
特
に
興
味
を
９
　
い
た
二
三

の
主
だ
っ
た
事
項
を
あ
げ
た
に
と
ど

そ
む
か
す
本
調
査
は
な
ほ
潮
海
文
化
究
明
に
置
す
べ
き
数
々
の

基
礎
的
事
資
を
明
か
に
し
て
居
る
事
で
あ
っ
て
報
告
書
の
傅
ふ

る
所
、
な
ほ
語
る
べ
き
多
く
の
も
の
を
存
す
る
が
、
今
は
割
愛
・

に
従
ひ
、
以
下
に
本
書
の
目
次
を
か
ｘ
げ
て
そ
の
内
容
を
推
し

て
い
た
ゞ
く
事
と
す
る
。

　

序
説
、
調
喪
の
経
過
、
遺
跡
（
一
、
外
城
遺
址

　

二
、
内
城

　

遺
址

　

三
、
官
殿
址

　

四
、
寺
址

　

五
、
自
鯨
の
遺
址
）
遺

　

物
（
一
、
瓦
碑
‘
二
、
石
獅
頭
一
二
、
建
築
金
具
’
四
、
兵

　

器

　

五
、
陶
容
器

　

六
、
佛
像
ゼ
、
和
向
開
趣

　

八
、
雑

　

具
）
結
論
。

　

本
文
九
〇
頁
、
圖
版
百
二
〇
、
巻
末
に
は
三
葉
の
地
圖
’
（
内

潮
海
國
上
京
龍
泉
府
址
仝
圖
、
宮
城
址
圖
は
開
東
軍
陸
地
測
量
一

部
片
野
粥
比

ぴ
本
調
査
以
前
に
踏
喪
し
た
ポ
ノ
ソ
フ
氏
の
報
奢
を
添
へ
て
居

る
。

　
　
　
　
　
　

’

　
　

（
昭
和
十
四
年
三
月
、
東
亜
考
古
學
會
登
行
、
四
六
四
倍
判
、
定
價

　
　

參
拾
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
岡
田
芳
三
郎
〕

　
　

Ｅ
.
　
０
.
　
Ｌ
ｏ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ
;

　
　
　
　
　

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ
　
Ｈ
ｕ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
i
n
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｏ
ｒ
a
m
｡

　
　
　
　
　

Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
｡
　
１
９
３
９
.
　
ｐ
ｐ
.
　
３
１
０
.

　

印
度
の
西
北
地
方
は
、
カ
ラ
Ｊ
さ
フ
ム
連
山
、
ヒ
ン
ヅ
ク
ウ

シ
ュ
連
山
、
葱
嶺
連
山
な
ど
の
會
１
　
地
聡
で
世
界
で
も
有
名
な

る
高
山
地
帯
で
あ
る
が
、
東
洋
歴
史
は
こ
の
地
帯
に
、
或
は
北

よ
り
南
へ
、
或
は
西
よ
り
東
へ
、
或
は
そ
の
反
對
に
、
幾
多
の

足
跡
を
印
し
て
ゐ
る
。
今
で
も
交
通
困
難
な
る
は
愛
ら
な
い
が

此
の
地
勤
は
英
露
接
壌
の
。
重
要
逞
境
で
あ
る
か
ら
、
複
雑
怪
奇

な
る
欧
洲
政
局
の
濯
韓
は
イ
ン
ダ
ス
上
流
地
方
に
何
時
古
代
束

淳
史
に
於
け
る
が
如
き
争
奪
を
廻
起
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

希
脆
王
の
東
征
、
蒙
古
土
耳
古
可
汗
の
南
下
は
現
代
に
於
て
も

必
ず
此
地
方
へ
先
づ
惹
起
さ
れ
て
く
る
に
逞
ぴ
な
い
。
時
局
上

に
も
注
意
し
て
ゐ
て
も
興
味
は
あ
る
。

　

然
し
侯
の
興
味
は
古
代
史
に
懸
つ
て
ゐ
る
。
歴
山
大
王
東
征

-
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6
2

　
　

の
終
勁
地
方
で
あ
り
、
法
顧
玄
奘
の
遊
歴
行
程
で
あ
り
、
貴
霜

　
　

族
蒙
古
族
の
侵
入
占
領
の
範
園
内
で
あ
る
事
な
ど
が
、
こ
ｘ
に

‘

　
　

開
心
さ
や
る
の
で
あ
る
。
か
の
ス
タ
イ
ン
卿
も
数
度
の
中
啓
一
に

　
　

跨
が
る
大
旅
行
の
外
に
西
北
州
の
探
検
を
延
々
試
み
て
ゐ
る
。

　
　

そ
の
各
々
の
研
究
報
告
で
た
く
て
も
、
讃
物
と
し
て
書
い
て
ゐ

　
　

る

　

○
コ
ｙ
一
ｐ
v
i
j
n
f
l
p
ｒ
'
ｓ
　
　
T
m
ｒ
l
f

ｔ
ｎ
　
　
ｔ
ｈ
ｅ

Ｔ
ｎ
ｄ
ｉ
ｉ
ｆ
ｉ
.

Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

　
　

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
Ｅ
ｘ
Ｄ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
-
W
e
ｓ
ｔ
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
-

　
　

ｔ
i
e
ｒ
　
ｏ
ｆ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
.
　
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
｡
　
１
９
２
９
.

　

を
ｍ
ん
で
も
、
歴
山
大
王

　
　

は
固
り
、
法
顕
玄
奘
雨
三
喊
の
史
蹟
が
出
て
く
る
。
又

　

Ｇ
.

　
　

Ｍ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
i
e
ｒ
ｎ
ｅ
教
授
の
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
　
ｏ
ｎ
　
ａ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｕ
i
ｓ
t
i
c
　
M
i
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

　
　

ｔ
ｏ
　
Ａ
ｆ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
.
　
Ｏ
ｓ
l
o
こ
９
２
６
.
及
ｏ
Ｙ
２
　
　
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
t
　
ｏ
ｎ
　
ａ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
-

　
　

ｕ
i
ｓ
ｔ
i
c
　
M
i
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｏ

　
　
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
-
W
e
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
.
　
Ｏ
ｓ
l
o
｡
　
　
　
１
９
５
２
.

　
　

な
ど
を
兄
る
と
、
西
域
記
の
迦
畢
試
國
だ
の
、
商
弼
國
だ
の
が

　
　

研
究
さ
れ
て
ゐ
た
り
、
。
ぐ
て
ト
オ
語
と
于
閲
サ
カ
語
と
の
開

　
　

係
を
諭
じ
て
は
サ
カ
族
は
貴
霜
族
よ
り
早
く
セ
イ
ス
タ
ン
地
方

　
　

迄
這
入
り
込
ん
で
ゐ
た
な
ど
土
ぶ
っ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
此
過
は

　
　

イ
ン
ド
ー
イ
ラ
ン
史
の
範
園
内
の
も
の
で
あ
る
様
で
あ
る

’
が
、

　
　

開
係
す
る
所
は
廣
く
東
洋
古
代
史
に
開
係
す
る
。
だ
か
ら
僕
に

　
　

は
興
味
が
懸
っ
て
く
る
。
況
ん
や
こ
の
イ
Ｎ
ド
と
ア
フ
ガ
ー
ス

　
　

タ
ヱ
の
接
す
る
地
方
に
は
狗
迂
ト
ル
ｎ
語
蒙
古
語
西
飛
語
の
飛

地
が
存
在
す
る
と
云
ふ
か
ら
倚
兎
の
事
で
あ
る
。

　

本
書
は
此
地
方
の
言
語
風
俗
を
研
究
し
、
殊
に
Ｂ
ｕ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ
ａ
ｓ
k
i

語
に
於
て
大
著
を
完
成
し
た
｛
｝
｡
　
j
U
.
　
Ｋ
.
　
Ｊ
Ｌ
ｏ
ｎ
ｍ
ｃ
ｒ
中
佐
の
夫

人
が
、
夫
君
に
隨
っ
て
ギ
ル
ギ
″
ト
や
ア
リ
ア
バ
ド
に
滞
在
し

た
折
り
の
見
事
た
る
吝
具
が
豊
富
な
旅
行
見
聞
記
で
あ
る
。
ロ

リ
ｙ
ア
氏
は
元
印
度
軍
陣
の
軍
人
で
印
度
治
政
に
も
開
係
し
た

人
で
あ
る
。
ギ
ル
ギ
″
ト
地
方
を
治
め
て
ゐ
た
際
に
、
治
政
の

必
要
上
か
ら
で
も
あ
る
が
、
同
地
方
に
行
は
れ
て
ゐ
る
諸
方
言

を
習
得
し
て
種
立

ス
キ
語
は
學
界
で
所
属
や
起
源
が
分
ら
す
、
頗
る
問
題
に
な
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
之
に
意
を
注
い
だ
の
で
、
退
役
し
て

昂
國
に
際
し
て
は
、
尨
然
た
る
稿
本
を
抱
い
て
ゐ
た
の
で
あ
っ

た
。
英
國
本
土
へ
郎
っ
て
之
を
悠
然
と
整
理
し
・
て
ゐ
た
所
が
、

瑞
典
學
界
は
之
を
認
め
て
出
版
さ
せ
て
く
れ
と
申
込
み
、
斯
界

の
族
滅
壬
ル
ゲ
ン
ス
チ
ェ
ル
ネ
教
授
が
校
字
の
役
に
服
す
と
云

ふ
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
出
版
の
方
法
が
立
つ
と
Ｊ
リ
マ
ア
中

佐
は
海
ほ
此
研
究
を
完
成
せ
し
め
ん
と
、
再
び
夫
人
を
同
伴
し

て
印
度
に
向
ひ
、
欧
人
の
未
だ
餓
り
に
行
か
な
い
ア
リ
ア
バ
ド

に
滞
留
二
年
、
困
苦
に
堪
へ
、
重
病
に
か
ｘ
る
の
不
幸
を
克
服

し
て
研
究
を
檀
け
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
よ
り
得
た
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j邱

る
結
巣
ぱ
大
著
の
補
遺
に
現
は
れ
る
と
云
ふ
。
。
夫
人
は
夫
君
の

内
助
の
役
ば
か
り
で
な
く
ヽ
仕
事
に
對
し
て
も
勤
勉
な
る
助
手

で
あ
っ
た
。
言
語
研
究
に
は
必
須
の
儀
破
風
俗
の
調
査
に
つ
い

て
は
、
婦
人
た
る
の
特
疲
を
以
て
よ
く
土
人
の
家
庭
に
出
入
し

て
調
査
を
し
が
。
本
書
は
夫
人
が
そ
れ
ら
の
見
聞
を
記
し
た
の

で
あ
る
。
篇
を
分
っ
こ
と
三
、
章
を
別
つ
こ
と
二
」
Ｌ
八
０
　
第
一

篇
は
ギ
ル
ギ
″
ト
時
代
の
概
略
に
か
ら
再
び
車
行
す
る
の
縁
起
を

記
し
て
あ
る
。
第
二
篇
は
東
方
へ
の
族
行
記
。
第
三
篇
は
ハ
ン

ザ
地
方
で
の
生
活
記
録
で
あ
る
。
こ
ｘ
で
詳
細
に
パ
ン
ダ
の
生

活
風
俗
習
悛
儀
磯
友
ど
の
見
聞
を
記
録
し
て
ゐ
る
の
で
、
名
助

手
た
る
を
彷
彿
に
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
除
事
で
は
あ
る
が
、
既

‘
に
彼
等
錨
國
の
日
も
近
づ
く
頃
に
、
北
京
を
立
っ
て
中
i
ｓ
を
旅

行
し
っ
Ｘ
あ
っ
た
ピ
イ
タ
ア
ー
フ
レ
ミ
ン
グ
の
躍
跡
が
不
明
と

な
っ
て
、
タ
イ
ム
ス
新
聞
の
請
ひ
に
よ
り
之
を
捜
索
せ
ん
と
気

を
も
む
内
に
、
フ
レ
ミ
″
グ
が
ス
キ
イ
と
ホ
ツ
ケ
イ
の
國
際
選

手
モ
フ
ー
マ
イ
ヤ
ア
ル
嬢
と
共
に
異
様
の
風
態
で
颯
爽
と
ハ
ン

ザ
ヘ
乗
込
ん
で
く
る
話
が
あ
っ
て
、
頗
る
面
白
い
。

　

本
書
は
こ
ん
な
著
書
で
あ
る
の
で
、
別
に
直
接
東
洋
史
界
に

開
係
あ
る
記
事
が
あ
『
る
の
で
は
な
い
。
口
（
一
夫
人
が
東
洋
語
學

者
の
夫
君
を
助
け
て
生
活
す
る
記
録
と
し
て
少
が
ら
ざ
る
興
味

が
あ
り
、
且
つ
は
中
佐
が
研
究
調
杏
し
た
印
度
西
北
部
地
方
は

極
東
史
家
に
も
開
心
さ
れ
る
べ
き
土
地
だ
か
ら
、
共
地
方
の
見

聞
記
も
さ
う
打
棄
て
ふ

思
っ
て
、
劉
覧
の
緑
、
こ
の
書
の
出
刊
を
報
す
る
次
第
で
あ
・

る
。
〔
石
演
純
太
郎
〕

（
七
十
頁
の
北
京
通
信
よ
り
綾
く
）

　

椴
案
類
は
標
本
部
の
方
で
見
ま
し
た
が
″
さ
う
大
し
た
徽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
或
は
不
注
意
か
と
も
思
ふ
が

圖
書
部
に
は
な
か
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
も
亦
軍
機
處
開
係
の
も
の
は
一
つ
も
な
い
と
云
ふ
様
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
上
海
で
渡
涜
君
に
で

も
會
っ
た
ら
も
う
す
こ
し
よ
く
聞
い
て
置
き
ま
せ
う
。
狙
圖
書
部
に
は
宜
録
の
一
部
が
残
っ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
も
事
僥
で
若
干
か
け
竹
由
。
今

の
と
こ
ろ
朝
天
宮
に
あ
る
約
三
千
箱
と
か
の
も
の
が
問
題
で
す
が
、
元
来
は
二
萬
と
か
だ
っ
た
さ
う
で
す
か
ら
撒
な
も
の
は
な
い
の
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
か
。
（
下
略
）
。
…
…
…
附
記
こ
れ
に
よ
る
と
山
と
積
み
出
さ
れ
た
北
京
の
文
物
も
ど
う
や
ら
今
は
南
京
に
は
な
い
ら
し
い
。
丁
度
こ
の
便

り
を
貰
っ
た
一
雨
日
前
、
故
宮
の
方
甦
生
君
か
ら
「
南
遷
し
た
故
宮
の
文
物
は
大
方
日
本
に
渡
っ
竹
と
い
ふ
話
を
聞
い
竹
が
、
鍔
伶
の
程
を
知
ら

だ
Ｊ
い
か
」
と
聞
か
れ
「
そ
ん
な
こ
と
は
萬
々
あ
る
ま
い
」
と
言
っ
て
お
い
た
と
こ
ろ
で
彼
此
思
ひ
合
せ
て
些
さ
か
わ
び
し
い
。
今
こ
そ
北
京
に
か

へ
し
て
ほ
ん
た
う
の
利
用
價
値
を
登
揮
し
得
る
様
な
組
織
も
可
能
な
時
だ
と
思
ふ
の
だ
が
。
（
一
四
、
一
べ

　

一
六

　

今
西
記
）
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